
日本産野菜・果実の広報対策の内容(案）　<台湾・香港の場合>　　２００７・１２・１０ 資料２
＜ポイント＞

台湾、香港の広報状況、地元関係者意見 ターゲット 役割・目的 　　　　　　　　　　　　広報媒体 効果 実施

台湾 香港

テレビ

全体 FT(地上波第一位）　北
京語

Jade(地上波第一
位）広東語

日本産の野菜・果
物のイメージ醸
成。
購入意欲の促進。

×

新聞

全体 大勢の消費者に一括で情報伝達でき
る。

販売部数の多い新聞を選ぶことで、幅
広いリサーチを目指す。

「自由時報」
「Apple Daily」

「東方日報」
「Apple Daily」

日本産の野菜・果
物の理解促進。
購入意欲の促進。

△
（予
算）

雑誌

富裕層主
婦（適当な
ものがあ
ればバイ
ヤー向け）

購買層に合った雑誌を選ぶことでター
ゲットに届きやすく効果が見込める。

富裕層主婦向け：調査
中
バイヤー向け：調査中
（適切なものがあれば）
日本人向け：調査中
（必要性要検討）

同左 日本産の野菜・果
物の理解促進。
購入意欲の促進。 △

（予
算）

ポスター

全体 商品周りに掲出する
「高品質・おいしい」などの日本産品の
よさをコピーとビジュアルでインパクトあ
る分かりやすい表現をする。

仕様：A２・４色
制作部数：200部

日本産品の好イ
メージの醸成。
販売接点の活性
化。
流通関係者に対
する日本産品の
シンパ化を促進。

○

店頭回り
POP

全体 商品周りに複数配置する
マークを入れるなどし、日本ブランドの
アピール・認知拡大を目指す。

・ミニのぼり：1000個
・６連フラッグ：230×
300・４色・両面・紙製・
100セット
・旗（大）：500×
1000mm・４色・両面・
紙製・100セット
・ラウンドシート：100枚

販売売場への吸
引。
販売接点の活性
化。
店頭に配置するこ
とで購買行動へ直
接誘導する。

○

パンフレット

全体 商品周りに置く・配る
安全・おいしさ・高品質さのアピールや
四季折々の生産物カレンダーなどを掲
載し理解促進に繋げる。その場だけで
なく持ち帰りやすいサイズにし後で読ん
でもらい興味を持ってもらい以降の購

買にも繋げる。

A4・表裏４色・三つ折/10000部 日本産の野菜・果
物の認知浸透。
商品の普及啓発。

○

レシピ

全体 　　　　　商品周りに置く
野菜を中心においしい食べ方を紹介し
購入意欲の促進へ繋げる
季節ごとに作成するのもおすすめ

観音開き・4色8ページ 日本産の野菜・果
物の理解促進。
食べ方を知らしめ
ることで、購入意
欲を促進できる。

○

DVD

全体 商品周り・店頭で流す
１～２分程度の映像を作成。日本産品
のよさを産地の映像や日本らしい映像

で表現し流す。

日本産野菜・果物
の理解促進。
食べ方を知らせる
ことで、購入意欲
を促進できる。

×

マ
ー

ク
・
シ
ー

ル

輸出マーク

●マークはシールでなくとも旗などで十分。
●産地は日本産を伝えるだけで十分。県
単位になるとほとんどの人が知らない。
●タイ産ぶどう、ベトナム産さつまいも、韓
国みかん、等は日本語表記で売られてい
る。
●産地ブランドを入れると、他産地のもの
が売れなくなる。日本ブランドが先にくるべ
きだ。

○あたかも日本産品のような（日本語表
記等）の他国産品が出回る中で日本産品
と、競合との差別化を図るためにも日本
産ブランドを表すマークは必要である。

全体 各ツールに使用する
日本ブランドの確立と競合との差別化

を目指す。

日本産品、ブラン
ドの保護及びイ
メージ確立。

○

※シールについて ○シールは作成するが商品に貼り付けるのは何か起きたときのトラブルのもとになりかねないので注意が必要

コンテンツ

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
交
通
広
告
等

店
頭
回
り
の
資
材
等

●アメリカはワシントンりんごのテレビCMを
行っている。香港では産地の良いものはテ
レビや雑誌で広告している。
　（沖縄物産公社は独自に宣伝している）
●韓国は梨やキムチのバス（ボディ）広告
を行っている。
●週末にはチラシが多く使われている（台
湾・RT-MART）
●日本は広報活動が少ない。もっと積極的
にやるべきだ。
●日本産品は高額なのでターゲットに合わ
せて販売戦略をするべきだ。

○品目、ターゲット、季節などを考慮し、商
品と連動した広報活動が必要になる。

●アメリカは広報活動を（フェア）を積極的
に行っているので日本ももっと行うべきだ
●組み合わせたギフトパックなどもある。箱
のデザインも工夫が必要（色は赤が良い）
●マークはコピーされるので、試食などの
方がいいのではないか

○各国も行っているので、日本産品を目
立たさせ、支援する販促資材は必要であ
る。ポスター、店頭POP等店頭回りの資材
は、商品のバックアップのためにも最優先
されるべきだ。

①アメリカはりんごのＴＶＣＭ、韓国は梨のバス広告を展開している
→日本でも広告活動を強化すべき。
　ただし、日本産品は高額であるので購買層に合わせた媒体を選び行うことが重要。また予算との兼ね合いの上検討

②店頭で日本産品を目立たせる工夫がいる、マークは真似されてしまうので試食などで差別化を図るべき。
→広告のほかに店頭でのフェアや試食販売を積極的に行う必要がある。他国産に負けないよう日本産を目立たせるように
店頭ツールに重点を置く。

③県単位までは知らない人が多いため日本産ということ伝えるだけで十分。
　産地ブランドを入れると他産地のものが売れなくなる。日本ブランドが先に来るべき。
　日本産は高品質である・おいしいという認識をもたれている。
　→「日本産」の高品質さ・おいしさはある程度認知されているので、「日本産」として日本産ブランドを確立する。

④タイ産ぶどう・ベトナム産さつまいも・韓国産みかんなどは日本語表記で売られている。
　マークはシールでなくても旗などでも十分。
　→あたかも日本産品のような（日本語表記等）の他国産品が出回る中で日本産品と競合との差別化を図るためにも
（真似されずらいような）日本産ブランドを表すマークは必要である。


